
「ベ トナムの母J

↓イ学んギサ帰同1夕て 8年 経ってt)、1/には心から敬賃ギる人がベ トナムに二人いる。 人 は 一年間ずぅとベ トナム語

を教えてくれた先生.!ぃう一人は養|サ:今 回は養母の話をしたいと思うⅢ

サイゴンの大十に通い始めて 1,月 tj経っていない頃だった,ち 1う ど雨季に入つたときで、夕方の授業に向かう

私はスコールt工打たれてびしょびLン上十二なりたが,、 駐輪場に自転草を止め 学 技t/カフェ1子腰を ドろして雨ガッバ

を片付 |たり、濡れた顔を伏いた!し ていた

「お療さん !|、tぅ |お壌さ,レ!_

ふと換を 上げるとllガ:ッタヽ々着たおばちゃんがカフェの片隅て腰掛けなが|)、私に微笑みかけていた。駐輸場で自転

車を預かる仕事をしているおばちゃんだった ぉ ばちゃんは、夜は自転車FFHかりの仕事をしているが、昼間は学校の

F孝 章で働いていているド殺医師で、娘i)同,宇性の日本語iFlて は本語をrphtt t′ているか,)娘とただらliなって|=

とい、ll l水|二う十,ことびにおいでと吉った= 日本)、とt うヽことでゃたられしば|工話 |ンか!チてくる人、博本品を教力て

くれと4~|二押しか!十てくる手■など 南 極的に近づいてくるベ ト十ど、ナ、に嫌気と警戒′いを持ち4★めていたごろだった

ので、【tr i適■tij舌を合わせたJ~土 曜 1の朝、校門い前モ待ってなさいど う ちのrltがバィクでlllえtェいく力ヽら」と言

われたの|工、私ltその場所に駐ヤLなか った. ベ ト十ユ、人t)時‖1を午らないし、約束しても現れないことがあるじゃな
いか! tと 〔世十1 ,`ご 【く顔も分ti)な いナ、の家にイ■つてどうなるち考〉かっ||:i)ん!!ゃな↓ヽJ とⅢlつたからだ。

!週 、キ校 if子くと、医落生から怒鳴り声が聞rえ た.'ぉ 前 1何でう十,↓ェ来なかゎた !約束を使つたな !Jこ の人

li本Vlに思・て↓ヽる,約 束を戒つたらヤミトすよ、ブ、もなるデ1,だ 必 死|工南IⅢなどらそんなことをはつていた.

そのユき力ち私liおば子)ゃえ,とまつすぐ向き合うとを十千した 問 口十lrこのときから、私とおばらゃんの家族ぐるみ

の交流が'台=っ た flは 授業のない日以外はほ|デ毎日、lr務室ておばす)ゃ六,とぉとゃべりを十る.ように1言つた,お し

や t'十!|=1官 く ナ i早を食べたり、「確をしたりするようにrドつた,そ んな中で、t ろヽ/しなことをおばらゃんtさら

教わっ十  (十 十ュトナ、ゎれ子ll l係 十 岐てのマす一、風習、先■とたらゆ噂話、日f=|よ弓ゥ吉葉まで 11)教 えてくれ

た,特 |こ、両親の大切さ、敬う,とヽを,「十F!|ゃ/、.|ェ巡り会って教えてt)|)ったと思■ているt

いう 1′か私はおばちゃんを養Ⅲとtンてネい ,iば サ)ゃんは私を養子と呼ん ごくれるよう|二なつた。美母は実の母と

F l様に、私が誤つた選択をしたとき、叱り飛ばした.叱 られてもすぐ↓工ri紳得できなかったこともあるが、今振 り返

て】と、業母がス トレー トに叱つてくれたことは1克しかったし、右難かったと思 う

ベ トナ2、人Ll l情は深くて,い 。 と んヽ し、残きなから複雑な門

題が絡むとベ トナ!、人の深くて厚tツ、情, 信` じられなくなるこ

ともあるのも現実だ.程 、自身、ベ トナム人との関係で不信感に

陥りそ うになったことが何回かある。そんなことがあってもべ

トナム人|工愛情を持っていられるのは、養母のような無債でま

つすぐな/‐情を与えてくれる人がいるからだと思う.養 母は、

本:、十■,っ てベ ト十と、たのⅢJ二格のをすべ=十 二るを距統 したよう

な人だ.養 母に感 じている3虫い結びつきと信頼感がある限 り、

私はこれからもベ トナム語を使い、ベ トナと、人に宝情を持つて

いけると思つている。養母の夕でテ トのお祝↓ヽ
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